
No.69 （グランドビジョン⑨） 

現実世界とメタバースとを統合内包する島宇宙群、メタ・メタバースの実現 

 

① ビジョンの概要 

 メタバースは人間を時空の制約から解き放つ大きな力を持つ。しかし、現在はメタバース間の断絶が生じ

ている。本構想ではメタバース世界と現実世界を島宇宙群ととらえ、それらの間の自在な移動と新たな価値

の創出・交換を実現する仕組みを技術、法制度両面から追求する。これを基盤とし「それぞれの世界の価値」

の相互交換による大きな経済効果と高い人生の質（QoL）を生み出しうる“メタ・メタバース”の実現を目指

す。 

② ビジョンの内容 

 メタバースとは、人類が、土地と距離という制約と保護から脱し、地球規模の情報生態系へと至る挑戦で

ある。個人の交流と幸福追求の自由を守りつつ、閉鎖しすぎず破綻も起こさず、安定と情報流通最大化を成

し遂げる必要がある。本ビジョンではメタバース世界と現実世界を共に、その内側に多くの人間を内包する

島宇宙群と見做す。この島宇宙群では別の島宇宙に相互に移動する自由も、移動しないで留まる自由も保証

される。島宇宙内での活動で創造された価値は、島宇宙内外を問わず、相互に別の価値あるものと交換を保

証される。すなわち本ビジョンでは「それぞれの世界の価値」の相互交換による大きな経済効果と高い人生

の質（QoL）を生み出しうる“メタ・メタバース”の実現を目指す。なお本ビジョンにおける「価値」とは、

通貨に交換可能なものに限定されず、人が価値を見出した情報やモノ、事象すべてであり、他の人がその獲

得や交換を希求しうるすべてである。以降ではこれを「有価事象」と呼称し、有価事象の交換を「価値交換」

と定義する。価値交換可能な島宇宙群が形成されることで、メタバースと現実世界が対等に社会生活の一部

として機能し、人々の勤労の場所あるいは生活の場所として自在に活用できる未来が実現されると期待され

る。 

③ 学術研究構想の名称 

 メタ・メタバースのためのオープンアーキテクチャと AI 支援による価値交換のスキーム実現 

④ 学術研究構想の概要 

 本構想のビジョン達成には、二つのトピックの研究が必要となる。一つは、メタバースの生成、現実世界・

メタバース間ならびにメタバース間の移動、価値交換、の３点を容易に実施しうるオープンアーキテクチャ

の実現である。これは技術的な観点で、メタバース生成の敷居を低減、任意世界への自在なる没入を実現し、

価値交換の下地を構成する。もう一つは、価値交換のスキームおよびその支援技術の実現である。ある島宇

宙で創出された有価事象を他の島宇宙の有価事象と交換可能とする支援 AI を構築し、適切かつ安定な価値交

換の支援を狙う。同時に島宇宙内外での紛争を低減、調停のためのルール・支援 AI 開発を行う。  

⑤ 学術的な意義    

 本提案の学術的な意義は、メタバース間の連携を強化し、従来と異なる次世代の経済活動、価値/情報交換

の実現を目指す点にある。現在のメタバース間は断絶しており、創出する有価事象は世界の外に持ち出せず、

適切な交換も成立していない。これらの問題への取り組みは、新たな経済活動の枠組み・紛争解決手段の提

供、圧倒的な情報インフラ整備に貢献し、いかなる人間にもさまざまな情報へのアクセスを容易にすること

に繋がる。その結果、現実を含めたこれからの世界の有り様を大きく変革することになると期待される。 

⑥ 国内外の研究動向と当該構想の位置付け 

 メタバース間の相互運用性を確保することの重要性は多くの国家や企業、関連諸団体が認識し、共有され

ている。本研究はメタバース間連携だけでなく、現実世界も含めた島宇宙群、世界設計のためのスキームを

提示し、従来の貨幣経済とは異なる、次世代の経済活動、価値/情報交換の実現を目指している点が大きく異

なる。  

⑦ 社会的価値 

 本構想は SDGs のうち、３（すべての人に健康と福祉を）、４（質の高い教育をみんなに）、８（働きがいも

経済成長も）、10（人や国の不平等をなくそう）、16（平和と公正をすべての人に）の達成に貢献する。本構想

の実現は人々に、新たな創造のツール、有価事象をもたらし、知的、経済的価値獲得への貢献が期待される。 

⑧ 実施計画等について 



実施計画・スケジュール まず研究の基盤として高速計算機資源と低遅延大容量通信環境を確保し、メタバ

ース・現実世界も含めた島宇宙群の設計のためのスキーム、価値交換手法に関する情報収集、体系化、シミ

ュレーションを実施。必要な要件の定義に着手し、主要研究テーマの詳細ロードマップを策定する。中間で

ある５年目を目処に、メタ・メタバースの定義要件を整理し、機能実証プロトタイプを構築する。また研究

体制を再検討し、社会実装能力を増強する。その後最終年度までに海外民間企業と協力しつつ、既存メタバ

ースと連携可能なメタ・メタバースの実働可能プロトタイプを開発し、公開する。 

実施機関と実施体制  本研究は、日本バーチャルリアリティ学会内に新設の「メタ・メタバース研究センタ

ー」が中心に実施する。同センターはオープンアーキテクチャ研究部門と価値交換支援部門の 2 部門を有す

る。オープンアーキテクチャ研究部門では、「メタバース生成・アクセスグループ」、「計算機インフラグルー

プ」、「交流プロトコルグループ」という３つのグループが、メタバースの容易な生成やアクセス、多数のメ

タバースを内包可能なネットワーク・計算機資源、価値/情報流通のためのプロトコル策定に関する研究を主

導する。同部門は、VR 学会構成員、次世代サイバーインフラ連携研究機構と連携して構成される。価値交換

支援部門では、「価値交換グループ」による有価事象の需要と供給状況を情報空間から探索して具体的な交換

方法に道をひらく研究と、「紛争予防・調停グループ」による価値交換に付随する紛争の抑制・調停支援体制

研究を実施する。同部門はジョージタウン大学、インクルーシブ工学連携研究機構、千葉大学ならびに東京

大学先端科学技術研究センターと連携して構成される。さらに、支援 AI およびコンテンツ開発を通じて各グ

ループの連携強化を促進する交流促進支援研究グループを設置する。同グループは上記の各グループ代表者

とデータサイエンス専門家、教育・芸術系専門家にて構成される横断型グループで、バーチャルリアリティ

教育研究センター、大阪芸術大学、明治大学、および電気通信大学と連携して構成される。全組織にて若手

研究者を積極的に採用し、また全構成員の 30%以上が女性となることを目指す。 

所要経費   経費合計 32,400 百万円の内訳は以下の通りである。設備費：5,000 百万円、消耗品費：3,000 百

万円、旅費：400 百万円、人件費：3,000 百万円 （事務員６人、6 百万円/人、ポスドク 18 人、10 百万円/人、

博士課程学生 12 人、４百万円/人、実験被験者謝金 100 人８間を毎年１ヶ月間、時給 1,500 円）、会議費：30

百万円、雑費：20,970 百万円、事務作業等委託費 ５百万円/年、国際会議等参加費、論文投稿費等 20 百万

円/年、ネットワーク回線借用料等 72 百万円/年、データセンター専有・借用料 2,000 百万円/年。 

⑨ 連絡先 

 野嶋 琢也（電気通信大学/日本バーチャルリアリティ学会） 

 

 
図 メタ・メタバースの概念図 


